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平成18年６月橋本市議会定例会会議録（第５号）の６ 

平成18年６月15日（木） 

                                           

     

 日程第26 議案第15号 平成18年度橋本

市水道事業会計予算について 及び、日程

第27 議案第16号 平成18年度橋本市病

院事業会計予算についての２件 

○議長（上田順康君）日程第26 議案第15号

平成18年度橋本市水道事業会計予算について

及び、日程第27 議案第16号 平成18年度橋

本市病院事業会計予算について の２件を一

括議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 まず議案第15号 平成18年度橋本市水道事

業会計予算について質疑を行います。全般に

ついて行います。 

 質疑ありませんか。 

 23番 富岡君。 

○23番（富岡清彦君）553ページの資本的支出

の中の大滝ダムの負担金１億2,541万8,000円

に関連をしての質問をいたします。 

 この大滝ダム負担金は既に完全にいったん

工事が終わったわけですけれども、いわゆる

試験湛水の途中、白屋地区での地すべりとい

うことで、橋本市の大滝ダム負担金というこ

とで、現在、７億8,000万円の支払い中であり

ます。 

 そこで、本題に入りますけれども、私ども、

６月２日に県議団、それから和歌山市議団と

一緒に大滝ダム、阪本さんと10名ほどでした

か、行ってまいりました。現在、270億をかけ

て白屋地区の地すべりの対策工事を行ってお

ったわけですけれども、大変なことを発見い

たしました。少し経過を言いますけれども、

平成15年３月17日に試験湛水を開始して、４

月25日に白屋地区から亀裂発生の第一報、ダ

ムの水位は284メートルだったそうです。５

月11日に貯水池水位上昇の一時ストップを決

定したと。この時点で水位304.8ｍ。８月１日、

亀裂現象対策委員会が亀裂現象はダム湛水が

原因の地すべり現象によるものというふうに

確定をいたしまして、貯水池の水を抜いてい

ったわけです。それも１日に50㎝ずつ抜いて

いったそうであります。現在はゲートをあけ

たままの状態ということになっております。

白屋地区の地すべり対策工事を平成20年５

月31日までの工期で現在行われていると。 

 問題なのは、白屋地区の地すべりがあった

ということから、わかりやすく言えば、じゃ、

他の地域は大丈夫なのかということで、大滝

ダム貯水池斜面再評価検討委員会というもの

を専門家の皆さんが入って立ち上げました。

そこで、再評価の結果、大滝地区の貯水に対

応した、いわゆる前面すべり及び迫地区の下

部すべりというものがわかりまして、これは

ダムの貯水による影響ではないかということ

から、対策が必要であるということになりま

して、１年間をかけまして、今現在詳しい調

査をやっているということです。 

 私、申し上げたいのは、さらなる地すべり

対策ということが必要になってくるのではな

いかというふうに現地に行って、その可能性

が極めて高いのではないかというふうに肌で

感じてまいりました。 

 そこで、既に大滝ダム負担金、約100億円で

すか、橋本市の水道会計から支払われている

わけです。全国１位と言われるのは工事費

が14倍から15倍に膨れ上がった、現在3,400

億円になろうとしておるんですが、さらにこ

の２地区の地すべり対策費というものが橋本

市の水道会計にのしかかる可能性があるわけ
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です。とにかく、ダムの工事に係る2.9％を橋

本市が負担しないといけないと、こういうこ

となんです。 

 そこで、強く求めたいことは、国に対して

もう１円も払えません、国の責任でやってく

ださいということをしっかりとした形で意思

表示をする必要があると思うんです。これは、

県も同じ気持ちだと思います。和歌山市も同

じ気持ちだと思いますので、よく連携をとっ

ていただいて。というのは、大滝ダムはもう

完成しましたということで試験湛水で地すべ

りが起こって地すべり対策として負担してく

ださい、橋本市は７億8,000万円、これは仕方

ないと。が、またでしょう。これはあくまで

可能性の話をしているんですが、また大きな、

僕の試算では15億円ほど、さらに事業費負担

というものをかぶらんならん可能性があるん

ですよ。既に今でも１億円前後の赤字になっ

ていると思うんですが、これは、私も口癖に

言ってきた県下でも非常に高い水道料金を、

さらに引き上げざるを得ないような状況は起

こりますので、ぜひ今の時期によく連携をし

ていただいて、国にしかと、まあ言うたら念

書でもとってほしい気持ちなんですが、市長、

いかがでしょうか。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○議長（上田順康君）市長。 

○市長（木下善之君）富岡議員の質問にお答

えを申し上げたいと思います。 

 本当に私も現場を見させていただきまし

た。38戸の白屋地区の移転、あそこから数km

奥に学校の運動場へずっと並べて、本当に気

の毒な状態とあわせて、非常に我々としても

残念であるというほかないわけであります。 

 私も県会でおる当時のことでございました

から、矢面に、これはもう絶対反対やと。県

並びに和歌山市、橋本市、暫定取水権の取得

権利者、これらについては絶対反対と強く申

し上げておったんでございますけれども、な

かなか当初の協定というんですか、そこらの

問題もあるようで、甘んじて受けざるを得な

いということで私も涙をのんでという記憶が

あるんです、おととしでしたか。 

 そういうことで、国土交通省の近畿地方整

備局の局長が過日参られまして、ただ今お説

の、あと３カ所、そういう疑いがあるという

ことでございました。そうなってまいります

と、これはもう大変遺憾でありますし、日本

の多雨地帯の治水という面から一日も早く完

成いただかなければならないわけであります

が、そういう追加のことでの、万が一、調査

結果に基づいて出た配分については、またお

知らせしますが、協力をお願いしたいという

ことのお話でございました。 

 しかし、それは我々も、今、一つ返事では

まいりません、県とも十分話し合いをした上

でということで別れたわけでありますが、本

件につきましては既に県とも協議をし。そう

いうことがいつまでも続きますと、これは

後々また完成から以降は管理費負担というも

のが出てくるわけです。そうなってきますと、

そこへおっぱせないかんという問題も出てく

るし、そこへ南海・東南海の地震の問題も、

これは油断大敵でありますので、これががた

がたと揺られますとどこがどないなるかわか

りません。私も大分議論した中で、結局はあ

の堰堤の位置が五百六十数軒も立ち退いたと

いうところに問題があったなと素人なりに思

うと。私も今まで、そちら側に座っておると

きも、せんどこれをやってきました、市会の

当時。ほんで、なんべんも行きました。洪水

にも見舞われて、そのときには大分議論しま

した。しかし、なかなか現実としては非常に

厳しい状態であるということだけ申し上げ、

そして、今後については最大の遺憾のないよ

うに県とも、知事とも話し合いをしながら善
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処してまいりたいと思いますので、ひとつ皆

さんのお力もぜひ借りたい、そう思っており

ます。 

○議長（上田順康君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ないようですので、次

に、議案第16号 平成18年度橋本市病院事業

会計予算について質疑を行います。全般につ

いて行います。 

 質疑ありませんか。 

 12番 平林君。 

○12番（平林崇行君）598ページ、３番の賃金

です。 

 先ほどの一般会計でも言いましたけど、パ

ート・臨時・嘱託職員の一時金の問題なんで

すけども、私、病院のほうにも聞きたいのは、

やっぱり病院というのは企業会計で、本当に

毎日毎日が収入であって、いろんな形で動い

ていると。だから、金があってどうのこうの

じゃなしに、ほんまに入ってくるお金でやら

んならん。そのときにこういうふうな、ほん

まに臨時・嘱託職員、パートの問題でやった

ときに、私先ほど言うたように現場というも

のが動けへんかったら病院は困ると思います。

今、本当に病院とかいろいろ、事務局長、管

理者、病院長の努力によって、市民の皆さん

の評価はいいですよ。入院しておる人なんか、

看護師とか職員はみんなよう頑張ってくれる

と。あんなにしんどい思いをして一生懸命や

ってくれる、もっと数を増やしてやれへんの

かよということもよう聞きます。それはそれ

で、大変な時期ですから、それに募集しても

なかなか人も集まりませんし、その辺のとこ

ろはよく説明して、できるだけ協力してくだ

さいということで、皆さん本当に、患者さん

というか、身内の方もやっていただいていま

す。やっぱりその中に笑顔というのも大事で

すから、私もちょこちょこ行かせてもろうて、

みんな笑顔ある橋本市民病院になりつつある

と思います。 

 しかし、こんなことで、私、ほんまに何や

と。先ほど言うたように、上が勝手に決めて

弱い者ばかりにしわ寄せ行くのかよという部

分があったらやっぱり嫌やと思います。先ほ

ど同僚の33番議員も、子ガメこけたら親ガメ

こける、それぐらい病院は大切なものやない

かということをおっしゃいました。私、その

とおりやと思います。やっぱり現場、人。人

は石垣、人は城。やっぱり石垣はしっかりせ

え。そして、その上にすばらしい城が建つ。

それが崩れていっちゃうと、ほんまにがらが

らいっちゃうんです。その辺を考えながら、

私は先ほどの一般のほうは考えていくみたい

なことを言うていましたけども、やっぱりは

っきりと、ほんまに考えていってやっていた

だきたいんですけども、この辺についてはど

うお考えですか。 

○議長（上田順康君）病院管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）市民病院職

員の割り増し賃金の問題であろうというふう

に思います。 

 実のところ、嘱託・パート職員の労働組合

というのが橋本市にもございますし、病院に

も労働組合があるわけです。それで、過日か

らちょうど私も議会中でございますし、労働

組合の代表とは会っていないんですが、局長

以下、２度、３度、団体交渉を持っておりま

して、ほとんどこの賃金の問題でございます。

現在のところ、聞き入れられなければストラ

イキをする。それから、労働基準監督署へ提

訴をしたいということと、とりあえずは全員

の署名を添えて管理者、議会、市長に陳情活

動を大至急実施するという通知が参っておる

ところでございまして、議員おただしのよう

に日々が患者相手の免許を有する職員の現場

でございまして、形式的にということで高野
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口町、それから橋本市が合併をして動いたと

いう事実上の経過があるわけですが、病院職

員については、働いている職員はそういう意

識はほとんど、形式はそのような形式をちゃ

んととっておるんですが、形式はいったん身

分を切っておりますけれども、働いている職

員はそういう自己意識はほとんど持っておら

ないというのが現状でございまして、正職員

に満額６月の賞与が払われるのに、これまで

払われてきておった割り増し賃金が嘱託・パ

ート職員にないというのはおかしいというこ

とで、非常に強い苦情を言っておられまして、

私といたしましては、今、病院は多少苦労し

ておる中で、先生方も、減るところが実際は

６名ないし７名増加いたしましたし、看護師

も、これまで2.5対１であったのを２対１に切

りかえて増員をして、それから病床250床

を300床にするんだということで、近日、ま

た30名ほど看護師を募集したいという積極経

営を打ち出しておるところであるわけです。 

 そういう中で、日々が戦場の中で、職員の

モチベーションが下がってこういういざこざ

が起こるということは非常に懸念をいたして

おります。何とか対応をとられたいというこ

とでございますが、同じ橋本市職員の中で、

市の中で働く、保育現場とか、市のパート職

員の方、また、公共企業体職員といえども、

橋本市職員の公務員でございますから、その

辺の整合をとれた形でないと、病院だけ企業

会計だからどうこうするというわけにはまい

らないということで、先ほど企画部長の答弁

がありましたように、市と意見調整をして対

応したいという形で、現在調整中であります。

日にちもありませんし、どういう形でか、早

く組合のほうに回答を出さなければと思いつ

つ、座らせていただいておると、こういう状

況でございます。 

 以上です。 

○議長（上田順康君）12番 平林君。 

○12番（平林崇行君）非常に混迷しておる中

でということなんですけども、これは相手が

いてますので、どういう解決策がいいのかと

いうのは、私は基本的にはわかりません。要

は、何でも話し合いはそうですけども、これ

がいいんじゃなしに、相手がいかに納得して

いただけるか、そういうものをきちっと返せ

るか、これが私は一番の解決方法やと思いま

す。 

 ですから、ほんまに言うたように、今、１

日入院したら、入院患者さん、国から三万何

ぼの補助があるのかな。だから、本当に看護

師がおれへんというか、それを抑えてしたり、

万が一で、ないとは思いますけども、そうい

うことになれば、やっぱり１日の患者さんが

診れない、患者さんに出ていってくれと。そ

したら、経理も、既に１ベッドで３万円を損

するというか、失われていくという部分もあ

ります。非常に大きな負担になりますので、

やっぱりひざを突き合わせて、もう少し、そ

れはこっちの企画部長らとも話はせんならん

とは思いますけど、相手がいてますので、じ

っくりと話を聞いて、相手のことと、こっち

の立場も話しながら早急に聞いていっていた

だきたいんですけども、この辺はいかがでし

ょう。 

○議長（上田順康君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）早急に話し

合いの上で、事務手続きが６月末、30日が支

払い日であるわけです。それまでに解決すべ

く取り組みたいというふうに思っております。 

○議長（上田順康君）33番 森安君。 

○33番（森安欣吾君）１点だけ、594ページ。 

 人間ドックのことでちょっとお聞きしてお

きたいと思うんです。これは昨日もこの質問、

直接関係なかったんですが、ほかのところの

積算は、入院収益については１人あたりの収
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入が入っております、外来収益も。人間ドッ

クの患者１人あたりの収入をどのぐらいの単

価で積算されておるのかと。宿泊施設がない

ので１泊のあれはコースがないのか、日帰り

のみなのかと。そしたら、こう言うのは悪い

んですが、やっていただく民間の人がおれば、

市民病院の人間ドックの患者さんのみを泊め

るホテルを経営して成り立つのか、成り立た

んのか。何も橋本市だけの市民病院ではない

ので、地域医療圏の中核ですし、この近隣で

すから、もとに返って市民病院のあり方を考

えますと広い範囲内から患者さんに来ていた

だいて結構なことなんで、特に人間ドックな

んかになりますと、広い範囲内で、私も赤十

字とかその辺に行きませんと、市民病院とい

いましても、すぐにない、日程がとれないと

いうことで、行きたくてもとれないというの

が現状ですね。 

 ですから、もう一度整理しますと、これは

日帰りなんですが、１人頭の収益はいかほど

なのかと。そして、本市の利用者、これはど

のぐらい本市の市民を診られているのか。何

人ぐらい本市から来られているのかと。それ

から、本市に本来人間ドックを利用されてい

る方が、いろいろでしょうけど、保険の内容

で全部が精査できんでしょうけども、国民健

康保険でどのぐらいの請求が上がっているの

かというのを研究されたことがあるのかない

のか。本来、本市の中から人間ドックを利用

されている方が何人ぐらいあるのかというこ

とを研究されていると多分思いますので、そ

の点、あと、ほかの保険ではなかなかわかり

づらいでしょうけど、おおよそ、本市からほ

かの病院へどれぐらい流れているのかという

ことになろうかと思いますが、この点ちょっ

と教えていただいて、果たして毎日10人泊ま

っていただける、人間ドックの希望者があれ

ば10人用のビジネスホテルをつくればいいわ

けですから、何も橋本市がつくらんでもだれ

かにつくっていただいたらいいので、そうい

うこともありますので、これは企業誘致より

もそのほうが的確でございますので、これが

最大の企業誘致でございますので、その点い

かがなものかなということでお聞きいたしま

す。 

○議長（上田順康君）病院事務局長。 

○病院事務局長（尾崎慶和君）人間ドックの

詳細の資料をちょっと持ち合わせておりませ

んのですべてお答えできるかどうかわかりま

せんけれども、現在の480万円、医療相談収益

の中の一部の人間ドックがあるわけなんです

けれども、１日ドックが主でございます。 

 ところが、この予算編成時、終了時はこう

いうことであったんですけれども、実は４月

１日から、全国自治体病院のほうへ医師の募

集をかけておりましたところ検診専門の内科

のドクターが本院へ赴任したいということで、

今、常勤医で検診センターのほう、それから、

一部内科診療も診ていただいている専門のド

クターができました。今後は、１泊２日も含

めまして検討に入っているところでございま

す。検診センターそのものがきちっと運用し

ていくために、先般来から管理者を筆頭にし

まして、病院長も含めまして、検診センター

長、それから赴任されました医長以下、スタ

ッフによりまして今後もっと積極的に人間ド

ック及び検診事業を展開していこうじゃない

かということで決定されました。 

 その中で非常に問題になりましたのが、森

安議員がおっしゃいました、１泊２日の場合

は宿泊施設の問題でございまして、紀見荘等

のパンフレットを寄せていろいろ検討はして

おるんですけれども、実はなかなかそこを望

まないと。市町村共済組合の我々公務員にし

ましても、白浜のほうで人間ドックを受けら

れると。それはなぜかと言いますと、白浜で
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受けますと宿泊施設が一流ホテルに泊まって、

そして、前後、ドックを受けるというふうな

ことになっておるように聞いております。本

院もその辺は非常に苦慮しておりますけれど

も、何とか１泊２日を積極的に受けながら、

今年の検診センター全体の収益を、昨年はだ

いたい2,500万円ほどしか上がっておらない

ものを7,000万円近くに上げていきたいとい

うことで、今、想定しております。専門医が

できましたので、それだけ積極的に各検診を

企業並びに各種団体に、営業活動じゃないん

ですけれども、そういうことで呼びかけて積

極的に展開していきたいと思っております。 

 １日ドックがいくらか、それから１泊２日

がいくらかという資料があるんですけれども、

ちょっときょう持ち合わせておりませんので、

また後刻、予算委員会のほうでもご説明させ

ていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）ほかにありませんか。 

 31番 金山君。 

○31番（金山高弘君）平林議員の質問に対し、

失礼ですけど、老骨にむち打って管理者は非

常に頑張っていただいてありがたく思ってい

ます。 

 がしかし、587ページ、収入47億円、597ペ

ージ、支出ざっと54億円。勘定しやすいよう

に、100円収入を得るのに115円かかる。これ

を認めろと。支離滅裂というか、大胆不敵と

いうか、こういう予算を計上されて議会に出

されるという、僕はそない思います。 

 そこで、予算委員会に預けられて、多分採

択されるだろうと思います。採択されたら、

有終の美を飾って、出処進退を考えられたら

いかがかと思います。 

○議長（上田順康君）病院事務局長。 

○病院事務局長（尾崎慶和君）おただしの件

につきましては、多分100円もうけるのに115

円の費用がかかっているじゃないかと。この

ままの経営状態で見通しがはっきりしないん

じゃないかというおただしだと思いますので、

それに対してお答えさせていただきたいと思

います。 

 まずは、予算上はそういう前年度比をもち

まして４月から新設された心臓血管外科、循

環器科等々に基づきまして収益増も見込んで

おります。実質、本年の４月、もう既に今６

月ですけれども、実はその予算より上回るよ

うな状況にもなってきております。前年度と

比較しまして、入院収益で5,079万円ほど伸び

ておりまして、外来収益で約1,000万円ほど伸

びております。１カ月で約6,000万円ほどの増

収になっておりまして、それで10カ月まいり

ますと６億円というようなことになってこよ

うかと思います。その中心たるものは、収入

の面につきましては患者数を増やすこと、そ

れから診療単価を引き上げていくこと等々で

ございます。支出面につきましては、各種委

託料から始まってすべてを見直すというよう

なことでマイナスシーリングで臨んでおりま

して、ほとんどが、特に委託料関係がマイナ

スで契約を終えることができました。何とか

金山議員ご指摘の115円が110円になり、107

円になるように、管理者ともどもしっかり頑

張っていきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（上田順康君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第15号と議案第16号の２件につい

ては、平成18年度予算審査特別委員会に付託

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって議案第15号と議案第16号の２件につ

いては、平成18年度予算審査特別委員会に付

託し、審査することに決しました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午後３時47分 休憩） 

                     

（午後４時10分 再開） 

○議長（上田順康君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、報告いたします。 

 先ほど設置されました平成18年度予算審査

特別委員会委員長に福井康雄君、副委員長に

井上勝彦君がそれぞれ選出されました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

   


